
１

／

今
若
者
た
ち
に
人
気
の
一
人
乗
り
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
に

乗
り
込
む
。
水
面
が
近
く
に
感
じ
ら
れ
、
水
の
上
に
座
っ
た

気
分
。
オ
ー
ル
に
ぐ
っ
と
力
を
入
れ
、
さ
っ
そ
う
と
ス
タ
ー

正
弘

卜
。
水
面
を
渡
る
風
斌
頬
に
こ
こ
ち
良
い
、
と
思
っ
た
の
も

つ
が
の
間
、
カ
ヤ
ッ
ク
は
円
を
描
き
出
し
、
こ
ぐ
ほ
ど
に
ク

ル
ク
ル
。
私
は
目
が
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
も
本
番
と
な
り
、
人
の
あ

ふ
れ
る
街
を
抜
け
出
し
て
、
一
路
城
崎
へ
。
Ｊ
Ｒ
城
崎
駅

か
ら
全
但
バ
ス
「
絹
巻
神
社
」
で
下
車
。
山
陰
国
立
公
園
内
、
円

山
川
の
ほ
と
り
に
、
「
兵
庫
県
立
円
山
川
公
苑
」
が
あ
り
ま
す
。

「
四
季
を
通
じ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
川
の
流
れ
の
中
で
、

生
の
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う
の
が
私
ど
も
の
願
い
で
す
。

〃
｜
人
で
も
，
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
″
が
モ
ッ
ト
ー
な

の
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
今
年
は
、
神

戸
ま
つ
り
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
が
練
習
に

園＝W 司冒謬国函孟四
÷ｊＬ｜〃ｋム’

紗
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来
て
い
ま
し
た
が
『
こ
こ
は
穴
場
だ
ね
』
と
、
お
っ
し
ゃ
ら

れ
て
い
ま
し
た
」
と
、
坂
下
公
苑
長
。

「
原
生
林
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
芝
生
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
の

ん
び
り
と
お
弁
当
を
広
げ
て
い
る
家
族
連
れ
の
姿
も
よ
く
見

か
け
ま
す
。
但
馬
地
域
唯
一
の
印
Ｍ
プ
ー
ル
も
あ
り
、
冬
は

野
外
ス
ケ
ー
ト
場
に
な
り
ま
す
。
但
馬
地
域
で
初
め
て
の
本

兵
庫
県
立
円
山
川
公
苑

謝
。
．
ｓ
・
吋
瞳

国
立
公
園
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
リ
ゾ
ー
ト

坂
下
燕
ぎ
ん
（
兵
庫
県
立
円
山
川
公
苑
長
）

と
し
あ
き

高
田
寿
昭
さ
ん
（
丘
〈
庫
県
立
円
山
川
公
苑
課
長
）

１

1１
１

セ
ミ
Ｙ

昔
の
識
を

１
つ
仁
ク
て

ふ
＆
芽
７

士と

ノ

￥

格
的
な
美
術
館
が
設
置
さ
れ
、
国

宝
級
の
美
術
展
示
も
で
き
ま
す
。

個
展
に
も
手
軽
な
価
格
で
利
用
で

き
る
ん
で
す
よ
」
と
高
田
課
長
。

施
設
の
す
べ
て
が
朝
９
時
か
ら

夜
９
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
料
金
が
安
い
こ
と
も
う
れ
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
（
塚
原
）

室
（
０
７
９
６
）
２
８
‐
３
０
８
５Ｉ

Ｌ

潔
鵜
最

ゆ
う
く
り
禁
芯

と
ご
な
ア

鍾竺雪雲群
睡

三

i漏り罷扇”
補誹8,2,）
ボ
ー
ト
ヤ
ー
ド

カッター

カヌー

刀ヤツク

霊園嘘

一
日
に
つ
き

鰐
一
時
間
に
つ
き

500円

700

1,800

600

4 5 0

１瞳5 0 0
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会神戸支部総会
（金）午後６時

祝｡ 関西学院同窓
1 9 9 0 年７月６日

必

於ホテルゴーフルリッツ 一

渦

( 卒業年度順）

有馬英夫
昭柘2 1 年法文紫郁法挙科卒業
㈱行 , 柵芳香進代蕊取舗役社奨
有馬英一
昭和5 2 年鑑済学部卒業
㈱宥馬芳香準代表取綿役副社長
神ＪＵ『I 『兵碓区~ 下流麺７－１－２
T E 1 - O 7 8 一局7 7 - 3 5 8 1 ㈹

良 田成夫
昭和2 3 年経渋唯部卒巽
阪神梢工㈱代奨取締役
神戸市中央ば脇浜町2 - 7 章７
ＴＥｉ､ ０７８－２５１．５５９５～７

都

鳥黒丈熱譲撫窯慰
印刷なら黙ってまかせられる
神戸出版印刷㈱代表取締役
神戸市東漉区魚雌浜町2 7 - 2 1
T E L O 7 8 - 4 3 1 - 1 0 0 1 暁

犬塚ゆたか
昭和1 1 9 年法文学部法学科卒業
ぬ
テ

い
悲

づか写真室等祈神戸オリエンタ
ﾙ 写其京代溌取締役

i 肩稗市祉寂i n T 1 - 2
T E L C 7 鋸･ “･ ･ 6 3 6 3

中 尾作蔵
昭和1 6 年３月高搾飼
雌共進牧場取締役
神戸市中央紅橘迩

業学部卒乗
会蛙
：－２雷１２

T E L O 7 8 - 3 7 1 - I 7 G 1

鈴 木治雄
昭和1 6 年３月法文･ 雅稲法喉科卒鴬
火腿鉱エ㈱代表取締殻社長
鈴戸1 打中央区海常遮４新明海ピル
ＴＥ:､078.33:･･328言

室 谷山水
大』Ｆ１2年lF l M ﾘ中学部卒蕊
室行商リド㈱取締役会艇
室谷肯冒
昭和3 7 年経済学部卒業
窯谷商蛎澱取締役社畏
神戸市中央区三富町3-7 =６
ＴＥＬＯ７８－３３Ｌ－０ｇ８１

皐

高嶋平介尋
昭和1 0 年商葬商業拳部4 年制卒業
甲南識本舗
高嶋酒類食品㈱取締役会長
神戸市束瀧Ⅸ御影塚町3 - 9 - 1 6
ＴＥＬ0 7 8 . . 8 4 1 . . 0 5 5 1
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リゼいさ仏
f 歌わん乱

刀１ｍ稀; 重て

合

Ｉ
土1《

■■一

弓

b ＪＤＷα J a J 天１－小ＷＪｂＪｕＪ

発熱I 1 n の歌‘情熱の語

王柏林
蛎棚2 9 年縫満･ 稚拙や熊
師 ｸ ﾚ ｾ ﾝ ﾄ ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾅ ｼ ｮ ﾅ ﾙ
代炎取棉役
神戸市中央区布引町１．．１．‐３
]･ELO78-221-O73I

光 葉貞男
､胴11 2 9年撮済･ 1と部李業
ゴンチ為，ロブ製菜㈱取締役社長
神戸市瀧lX魁寺通,1..2..8
T E L O 7 8 - 8 8 1 - l l 8 8

吉 川弘治
昭和2 7年経渋学部､ 2 9 年商.携郁大. ､ 撲暁卒龍
ＴＫＣコンピューターシステ ･ ム
純耶１苫古川弘治鞭務所
神戸市狸水区神1 1 1 町２－３５石井ビル
T E L O 7 8 - 7 0 5 - 1 5 1 5 ㈹

上本富士哉
昭靴2 R 雌雑注･ 器挑窺謹

痛洗莱･ 枇仲蕊
嵩上社仲㈱代表取締姓社是
尼崎市武、( 之荘1 - 4 - ｌ５
ＴＥＬＯ６= 4 3 2 - 0 7 7 0 ㈹

横 山吉雄
昭和2 6 年挫済学部卒業
損I l l 念１１( ㈱代我取締役社長
神戸市中央区鍬１２瞳８１５
TELO 7 8 - 2 3 1 - 5 3 1 1㈹

雀 部昌吾
昭和2 7 年経涜' 鋪l j 卒粟
バ ﾝ ド ｰ 化乍胸代我取締役靴長
神戸市中央区御幸迦６－１－１２
ＴＥＬＯ７８‘･ 2 3 2 - 2 §) ２３

柴 田
昭和2 5 年Ｉ
1 愉柴

寛．
f 学部卒業
堂代表取締役社畳

同窓会間砂支部畏
商砂市商砂苅市木３１J 9 0 7 . - 2
ＴＥＬＯ７９４－４２－] ７３７

松 宮隆男
昭和2 6 平文常部社会稚科窄業
モロゾブ< 網代淡取補綴社長
神戸市蛎灘区御影本可６－１１－１９
丁ＥＬＯ７８－８ｚＺ= ５０００
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( 卒業年度順）

班

中津清浩
昭和6 1 年経済堆部卒業

㈱ケージークレセント
西宮市上ケ原同窓記念会館内
T E L O 7 9 8 = 5 2 宮４２０７

ｰ '

多

必呂

『
曲

十
罵
咋

‐'‐'

壷憲と

前野正一ｉ
昭和3 2 年法学郁法f I 畔科卒飛
㈱アイ･ アドパタイジング代表取締役
神戸市中央区海岸通２－２－３
T E L O 7 8 - 4 3 1 - 3 4 4 8

三 輪武
昭和2 9 年商喉部卒業
二輪巡輪工堆㈱取締役則社長
三蛤農工㈱取締役社長
神戸市中央区脇浜町2 - 1 1 - 1
T E L O 7 8 - 2 5 1 - 5 0 0 1

』垂

高 田通夫
昭和3 0 年経済学部卒業
㈱メビウス代妥取締役
神戸市東灘区御影町御影宇沌ケ鼻
１３３５－１ﾒ ピｳ ｽ ビﾙ
T E L O 7 8 - 8 5 1 - 9 5 2 1 ㈹

唖淘ｌｑ| 町子軍９b l

鳥 居四郎
昭和3 0 年文喉部社会学科卒龍

十倉康博
昭和4 7 年社会･ 樹H 1 卒業
梅田正Ｅ藍
1 V { 和5 1 年法･ 唯部注休･ 携科卒蕊

尾崎重高辰’
昭和2 9 年商' 鞍部卒裳
シアトル国際短期大・・機神戸校
理郡畏･ ' 張艇
神戸市中央区琴ノ緒町１－５－l 3
T E L O 7 8 - 2 B 2 - 0 7 0 0

岡 本修一
昭和3 1 年経法学部卒業
国際パールス蜘代麦取締役
神戸市中央区北野町1 - 5 - 1 4
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 8 1 5 8

３

■l'

藤 田久司
昭和3 1 年法学部法律蝕挨科卒業
㈱甲南堂印刷代表取締役社長
同窓会神戸支部長
神戸市来灘I Ｘ住吉宮町l －６－３
ＴＥＬＯ７８－８１１－３００１
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道遥歌「弦月高く」
弦月高く空に冴え
見よ若き血は花と咲き
今臭雄の雄叫びに
かしまし鳥の群がるも
羽音ひそませ姿なし
征け征け友よいざ征
勝どき高く叫べかし
誇りに刻むその名関西
ああ吾が母校
関西関西関西学院

高く」
雨

ｑ

Ⅲ‘

廼這
ｈｈ

~

１岡

慨

井上加世子
昭和3 4 年文学部日本文学科卒業
神戸英研知能教室室長
神j ざ市中央区北長扶通6 - 3 - 3
フジモトピルT E L O 7 8 - 3 6 1 - 0 3 5 1

ヨヂ

登

０面

‐
、

上 田弘
昭和3 4 年文学部教育学科卒業
明果明石大同青果㈱取締役社長
平野芳日召
I I f I 和4 7 年経済学部卒業
明果剛石火同青果( ㈱総務部良
明石市藤江2 0 2 9 . 1 明石市公設地方卸売市f ＄
ＴＥＬＯ７８－９２１－３２１１

～軍

津野和雄
昭和3 9 年法学部法律学科卒業
( ㈱漂野商店代表取締役
神戸市長田区二葉町l Ｏ－２－１９
ＴＥＬＯ７８－７３１－９７７１

弧
、、

下村光治割
昭和3 3 年商学部卒業
㈱神戸凪月堂代表取締役社長
神戸市中央区元町通３－３－１０
T E L O 7 8 ←3 2 1 - 5 5 5 5

噂

阪 尾登
昭和3 9 年文学部教育学科卒梁
パレス産業㈱代表取締役
神戸市兵床区荒田町１－１－l
TEL O 7 8 - 5 1 1 - 9 0 1 0㈹

所司原義久君
昭和3 7 年商学部卒業
プロメテウス㈱代表取締役
神戸市中央区北長狭通３－l l - l 8
TELO 7 8 - 3 2 1 - 1 0 0 0

福 山伸治
昭和3 4 年文堆部社会学科卒業
㈱ダスキン明石代表取締役
福山治仁
昭和6 2 年社会学部卒業
㈱ダスキン明石
神戸市中央区栄町皿４－２－１３
T E L O 7 8 - 3 8 2 - 0 0 9 0

⑮

水 垣宏隆
昭和3 9 年法学部法律学科卒業
エム･ ｼ ｰ ｼ ｰ 食品( 嗣代災取締没社畏
神戸市東灘区深江浜町３２
ＴＥＬＯ７８－４５１－１４８１
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安藤伸子
剛和５０年文学部美学科卒裳
国際興業㈱観光課教育担当
神戸市兵床区~ ド沢迦6 - 1 - 5
T E L O 7 8 - 5 7 7 ごl 】１２

鈴 江延嘉
昭和5 5 年法' 諺祁法体峨科窄索
㈱鈴
神戸

江商会代表取締役
市中央区花隈町1 7 - 2 4

T E L O 7 8 - 3 5 1 - 3 3 3 1

安 田捷〆９，
昭1 1 4 2 年法学部法祢学科卒業
安田司法瞥上淋務所所災
神戸市北I 茜惣山町1 - 7 - 1
T E L O 7 8 - 5 9 2 - 0 5 5 6

中 尾妻難昭秘1 3 年商･ 洲1 1 窄難
{ 紺あいらく閲舎ﾎ ﾃ ﾙ ブﾙ ｰ ･ きのさき
代安取締役. 叫務
神戸市中央区八械迦３－２－５
ピスターポイン１．９０２
ＴＥＬ0 7 8 面2 3 2 - §６７１

永江一仁
昭和４０年挫涜学部卒業
民社党・元衆縦員莱員

噸
神戸市握水区千鳥が丘1 - 2 - 3
ＴＥＩ､ 0 7 8 . 7 0 7 ＝1２８３

横 田佐一叙
1唖Ⅱ‘1 0 年商峨郁卒猫
芦螺リハウス㈱代炎取締役
芦屋『ｉｆ桑平町６－３１
T E L O 7 9 7 - 3 8 - 0 0 7 5

爵,駕息薬夫瓶
六甲バター㈱代浅取締役社長
神戸市中央区坂口通１－３－１３
TEL O 7 8 - 2 3 1 - 4 6 8 1㈹

高 橋慎典
昭和4 0 年社会学部卒業
胸井上油店社長
神戸市中央隠捕町3 - 1 0 " ３
ＴＥＬＯ７８－３５１－２３２３
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蕊

物
置
と
呼
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
人

柄
が
、
大
き
く
あ
ら
わ
れ
た
作

品
も
多
い
。

今
回
の
個
展
で
は
、
「
浮
気
仕

事
だ
よ
。
世
の
中
の
人
は
、
私

の
こ
と
を
絵
書
き
と
言
い
ま
す

が
…
浮
気
の
方
が
楽
し
い
」
と

下
村
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
銅

版
画
が
中
心
に
展
示
さ
れ
る
。

本
来
な
ら
「
隠
れ
て
こ
そ
こ

そ
す
る
浮
気
」
が
大
々
的
に
公

開
さ
れ
そ
う
だ
。

ん
ク
ラ
ブ
第

巷
３
回
文
学

龍
賞
を
「
鄭

蒼
人
た
ち
の

☆
異
彩
を
放
つ
京
都
の
画
家

神
戸
で
「
浮
気
展
」
を
開
く

７
月
５
日
か
ら
型
日
ま
で
の

加
日
間
、
西
元
町
に
あ
る
〃
プ

ラ
ネ
ッ
ト
ブ
ル
ー
神
戸
″
で
日

本
画
家
の
下
村
良
之
介
さ
ん
の

個
展
が
開
か
れ
る
。

下
村
さ
ん
は
「
本
業
」
の
日

本
画
だ
け
で
な
く
、
銅
版
画
や

陶
芸
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
秀

れ
た
作
品
を
残
し
て
お
り
、
異

彩
を
放
つ
画
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
自
ら
の
陶
芸
作

営
者
の
１
人
で
も
あ
る
大
田
淳

子
さ
ん
は
、
陶
器
や
絵
画
を
イ

ン
テ
リ
ア
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と

し
て
と
ら
え
、
空
間
構
成
に
重

点
を
置
い
て
様
々
な
店
舗
や
ギ

蕊 。』粕ｅ
Ｂ幅a ｋ

手
生
活
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な

嫌
総
撚
繍
》
蝋
）

し
た
が
、
子
供
の
寝
息
や
声
を

聞
い
て
…
」
と
過
去
を
振
り
返

ケ
指
導
に
あ
た
る
毎
日
。

ダ
ル
。
「
ま
だ
手
さ
ぐ
り
の
状

態
な
の
で
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

で
す
」
と
、
佐
藤
さ
ん
の
歌
人
生

☆
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
Ｉ
が

６
月
ｎ
日
、
南
京
町
に
箸
専

都
品
を
「
火

封
の
神
に
委

潅
ね
て
出
来

下
た
『
焼
け

庭
」
で
受
賞
。
こ
の
と
こ
ろ
創

作
上
で
限
界
と
行
き
づ
ま
り
を

感
じ
て
い
た
と
あ
っ
て
、
受
賞

の
喜
び
も
ひ
と
し
お
。
「
今
回

は
登
場
人
物
を
徹
底
的
に
戯
画

化
。
純
文
学
に
傾
い
て
い
た
作

風
に
〃
ゆ
れ
も
ど
し
〃
を
試
み
て

み
た
」
だ
け
に
、
今
回
の
受
賞

は
、
同
氏
の
今
後
の
方
向
を
、

い
わ
ば
決
定
づ
け
た
も
の
。

な
お
受
賞
作
は
、
『
東
濃
文

学
』
（
釦
号
記
念
特
別
号
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

☆
芸
能
生
活
訓
周
年
記
念

初
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く

６
月
Ⅳ
日
、
神
戸
国
際
会
館

で
歌
手
の
佐
藤
ゆ
り
子
さ
ん
が

初
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
た
。

佐
藤
さ
ん
は
昭
和
詑
年
、
プ

ロ
を
目
指
し
て
秋
田
か
ら
神
戸

に
。
弘
年
に
は
レ
コ
ー
ド
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
た
も
の
の
、
狸

鳶

☆
〃
迷
い
″
を
ふ
っ
切
っ
た

久
々
の
文
学
賞
受
賞

「
今
回
の
受
賞
は
、
暗
い
海
原

に
と
も
っ
た
一
つ
の
灯
の
よ
う

な
も
の
。
自
分
の
こ
れ
か
ら
の

進
む
べ
き
道
に
自
信
が
持
て
ま

し
た
」
と
語
る
の
は
奈
良
市
在

住
の
作
家
・
蒼
龍
一
さ
ん
（
印

歳
）
。
同
氏
は
昭
和
弱
年
に
本

誌
の
第
３
回
神
戸
文
学
賞
を
受

賞
し
た
が
、
久
々
に
中
部
ペ
ン

オ
ｉ
プ
ン
し

郡
た
。

子
同
店
の

率
発
案
者
で

大
あ
り
、
経

を
行
っ
て
い
る
。

同
店
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

「
自
分
自
身
、
お
箸
が
好
き
だ

っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

食
器
売
場
で
の
仕
事
で
箸
に
対

す
る
疑
問
１
人
に
対
し
て
優

し
い
鱒
が
本
当
に
あ
る
か
ｌ

を
感
じ
た
か
ら
と
い
う
。

「
口
に
入
れ
る
も
の
で
す
か

ら
安
心
し
て
使
え
る
も
の
で
な

い
と
。
日
本
の
伝
統
を
残
し
な

が
ら
も
今
風
に
リ
ー
ー
ュ
ー
ア
ル

し
た
本
物
ば
か
り
で
す
」
と
い

「
理
屈
ぬ
き
で
而
白
い
ス
ペ

》
》
》
》
蝿
桝
》
》
》
》
》
禍

１
１１３
１

。可
能
性
も
広
が
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
語
る

の
は
、
花
隈
の
ピ
デ
オ
ス
タ
ジ

オ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〃
サ
ー
カ
ス
。

サ
ー
カ
ス
〃
の
真
鍋
祥
子
さ
ん
。

神
戸
の
若
い
作
家
は
、
作
品

の
発
表
の
場
に
大
阪
や
京
都
を

使
い
が
ち
だ
。
こ
れ
で
は
若
手

は
育
た
な
い
の
で
は
、
と
い
う

危
倶
が
真
鍋
さ
ん
に
は
あ
る
。

「
名
前
通
り
綱
渡
り
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
方
に
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
、
お
互
い
に
成
長
で

き
れ
ば
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い

る
。
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一
九
六
三
年
一
一
月
ラ
ク
ダ
舎
が
完
成
し
た
。

旧
ラ
ク
ダ
舎
は
木
造
の
た
め
、
噛
っ
て
は
食
べ
る
ラ
ク

（
セ
ロ
リ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
コ
マ
ッ
ナ
、
な
ど
）

を
運
び
与
え
続
け
た
結
果
、
七
日
目
突

然
に
食
欲
を
現
わ
し
、
食
べ
る
わ
大
き

な
ウ
ン
コ
す
る
わ
で
、
山
本
園
長
を
囲

ん
で
う
れ
し
い
祝
杯
と
あ
い
な
っ
た
。

●
●
●
■

【
ゴ
リ
パ
ン
／
誕
生
の
夢
】

さ
て
、
食
欲
も
あ
り
遊
び
盛
り
の
ザ

ー
ク
は
、
や
は
り
単
身
で
は
沈
み
が
ち
。

そ
れ
な
ら
「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
彼
女
に

、
、

さ
せ
た
ら
／
」
と
い
う
め
い
案
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
隣
り
の
オ
リ
に
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
の
メ
ス
（
リ
リ
ー
）
七
才
を
迎

え
住
ん
で
も
ら
っ
た
。
鉄
格
子
だ
か
ら

５
１
１
１

1 ~ やい。おりて来いよ』「キャー／引っはっちゃいやよ_ j ゴリラ
のザークとチンパンジーのリリーは、すぐ大の仲良しになった。

ダ
夫
婦
。
そ
こ
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
飼
育
舎
が
完
成
し

た
。
そ
の
後
、
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
は
四
産
も
し
た
。

一
九
六
三
年
六
月
北
園
動
物
舎
整
備
工
事

工
事
の
た
め
、
み
さ
き
公
園
（
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
淡

産
し
て
お
り
、
面
会
に
行
っ
た
時
顔
を
す
り
寄
せ
て
き
た

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

一
九
六
三
年
九
月
十
一
日
神
戸
初
の
ゴ
リ
ラ
お
目
見
え

そ
の
名
は
「
ザ
ー
ク
」
低
地
ゴ
リ
ラ
、
オ
ス
八
才
原
産

地
、
ア
フ
リ
カ
、
カ
メ
ル
ー
ン
・

【
ゴ
リ
ラ
の
ザ
ー
ク
到
着
ま
で
の
い
き
さ
つ
】

一
九
五
七
年
十
一
月
十
七
日
上
野
動
物
園
に
ゴ
リ
ラ
が

ブ
ル
（
メ
ス
）
三
才
の
計
三
頭
。
ま
だ
幼
な
い
三
頭
は
仲

良
く
同
居
し
て
い
た
が
、
六
才
を
迎
え
る
頃
よ
り
オ
ス
の

ブ
ル
ブ
ル
と
ザ
ー
ク
が
、
メ
ス
の
ム
ブ
ル
の
こ
と
で
た
え

ず
争
い
は
じ
め
た
。
つ
ま
り
思
春
期
の
争
い
で
、
遂
に
は

ザ
ー
ク
が
敗
退
し
て
食
欲
を
な
く
し
、
ど
う
し
て
も
三
頭

の
同
居
が
無
理
と
な
り
、
ザ
ー
ク
の
単
身
飼
育
を
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
が
二

代
目
山
本
鎮
郎
園
長
だ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
ゴ
リ
ラ
と
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
と
サ
イ
が
揃
っ

て
い
な
い
と
、
諸
外
国
か
ら
一
流
の
動
物
園
と
は
見
て
頂

け
な
い
当
時
の
こ
と
。
次
々
生
ま
れ
た
ク
ロ
サ
イ
の
子
や

キ
リ
ン
の
子
を
資
金
と
し
て
、
こ
の
失
恋
の
ザ
ー
ク
を
神

戸
に
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
到
着
し
た
ば
か
り
の
ザ
ー
ク
は
、
我
々
に
敵

意
を
示
し
、
「
上
野
に
帰
り
た
い
／
」
と
、
一
週
間
以
上

ハ
ン
ス
ト
を
続
け
、
園
長
以
下
顔
色
を
失
っ
た
。
し
か
し
、

ア
フ
リ
カ
料
理
（
セ
ロ
リ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
コ
マ
ッ
ナ
、
な
ど
）

』

誤
輪
）
へ
ラ
ク
ダ
を

転
転
出
さ
せ
、
現
在

》
》
“
垂
拝
麺
幽
幅
呼

訟
い
。
し
か
し
、
転

詫
出
先
で
一
一
度
も
出

到
着
。ブ

ル
ブ
ル
（
オ
ス
）
四
才
、
ザ
ー
ク
（
オ
ス
）
三
才
、
ム
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に
目
を
向
け
た
飼
育
係
の
岡
田
貞
夫

見
つ
け
た
が
何
度
か
の
追
込
み
作
戦

【
脱
走
十
八
日
目
、
カ
モ
吉
帰
る
】

……蒋詮羅騨~‐

人
が
五
方
面
か
ら
山
が
り
を
し
た
が
フ
ン
や
ヒ
ズ
メ
跡
を

つ
ま
り
道
具
を
使
っ
て
、
気
心
を
試
し
合
っ
た
の
に
は
恐

れ
入
っ
た
。
エ
サ
を
取
り
合
う
こ
と
も
な
く
、
互
い
に
好

き
な
物
を
手
を
の
ば
し
て
食
べ
、
も
は
や
仲
の
い
い
ご
夫

婦
に
見
え
る
。

「
よ
し
、
昼
間
は
二
人
を
自
由
に
遊
ば
せ
て
や
れ
」

ザ
ー
ク
の
喜
ぶ
こ
と
。
狭
い
オ
リ
の
中
を
走
っ
た
り
よ

じ
の
ぼ
っ
た
り
。

「
あ
っ
、
リ
リ
ー
が
『
い
い
で
す
よ
』
と
、
し
ゃ
が
み

こ
ん
で
サ
イ
ン
し
た
の
に
．
…
・
…
・
」、、

、

「
あ
か
ん
ザ
ー
ク
だ
な
ゾ
お
前
は
何
も
知
ら
へ
ん
」

ま
さ
か
、
サ
イ
の
交
配
を
手
助
っ
た
よ
う
に
こ
の
ゴ
リ

パ
ン
に
介
添
交
配
を
さ
せ
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
体

重
二
五
○
キ
ロ
を
越
え
る
巨
漢
な
の
で
体
当
り
の
一
撃

で
、
こ
ち
ら
は
お
終
い
で
あ
る
。

結
果
、
ゴ
リ
パ
ン
の
夢
は
ド
タ
バ
タ
は
し
ゃ
ぐ
だ
け
で
、

プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
ラ
ブ
に
終
っ
た
。

白

諏

１
１１６
１

蕊蕊蕊議鍵；▲

翰騨

i譜￥

舞鐘彰鍵

．
互
い
に
手
で

型
触
れ
る
こ
と

く唇
が
で
き
る
の

鉦
で
と
思
っ
て

和
い
た
ら
、
流

一
ンや

石
に
賢
い
お

ノシ
語
一
一
人
。
床
に

と
ド垢牌

敷
い
て
や
つ

毎
信
た
稲
わ
ら

咋
信
を
、
シ
ュ
ー

リ
は坐罷

と
引
き
伸
ば

振
れ
し
て
互
い
の

》
峰
体
に
触
れ
合

じ
が
っ
た
の
が
最

ま
ｊ

》
や
初
だ
っ
た
。

天然記念物ニモンカモシカの一家

か
ら
オ
ス
の
カ
モ
吉
が
脱
出
し
て
行

ま
だ
記
憶
か
ら
去
ら
な
い
神
戸
集
中

津
波
や
濁
流
が
宇
治
川
ビ
ル
街
を
な

日
め
の
朝
で
あ
っ
た
。
高
さ
四
米
の

基
礎
を
濁
流
が
え
ぐ
り
大
き
な
穴
を

モ
吉
が
く
ぐ
り
ぬ
け
た
こ
と
が
分
っ

か
ら
二
十
人
の
災
害
救
助
隊
の
応
援

一
九
八
三
年
三
月
一
日
飼
育
二
○
年
目
、
ザ
ー
ク
は
す

い
臓
炎
で
死
亡
し
て
い
る
。

【
特
別
天
然
記
念
物
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
飼
育
に
着
手
】

一
九
六
四
年
一
一
月
一
九
日
滋
賀
県
鈴
鹿
峠
で
捕
准
し
た

特
別
天
然
記
念
物
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
夫
婦
二
頭
を
森

林
植
物
園
で
飼
育
。
そ
の
カ
モ
吉
、
シ
カ
子
夫
妻
は
翌
年

か
ら
毎
年
子
を
的
み
五
頭
の
一
家
に
な
っ
た
。

出
た
穴
か
ら
放
養
場

氏
。
わ
が
目
を
疑
っ

た
と
い
う
。

集
中
豪
雨
の
穴
か

ら
出
た
あ
の
カ
モ

吉
。
深
夜
に
は
、
シ

カ
子
一
家
の
い
る
飼

育
場
周
辺
に
戻
っ
て

来
て
い
た
の
だ
。
脱

走
か
ら
十
八
日
目
、

仕
か
け
ら
れ
た
入
口

か
ら
家
族
の
も
と
へ

戻
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。

き
ょ
う
こ
そ
は
と
朝
早
く
、
ぬ
け
出
た
穴
か

９

方
不
明
と
な
っ
た
。

豪
雨
、
市
ヶ
原
の
山

ぎ
倒
し
た
、
あ
の
二

コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の

開
け
、
そ
こ
か
ら
力

た
。
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

も
得
て
、
総
勢
四
十

は
失
敗
に
終
っ
た
。

Ｌ

霊

一
九
六
七
年
七
月
九
日
約
二
○
○
○
平
方
米
の
飼
育
場

蕊

騨頓識鵠､ 圏灘
園
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群

南汎夫妻と笹山市長を囲んでのオープニングパーティ風景

国
荒
津
正
美
さ
ん
県
功
労
者
表
彰
の
栄
に
祝
賀
会
開
く

兵
庫
県
洋
裁
職
業
訓
練
協
会
の
篠
原
幸
蔵
、
石
井
清
、
石
川
猛
、

山
室
隆
、
有
賀
由
規
男
、
北
原
紀
美
夫
、
西
催
幹
男
、
中
田
泰
次

さ
ん
ら
の
発
起
人
に
よ
り
、
六
月
三
日
午
後
一
時
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
南
館
一
階
大
輪
田
の
間
に
お
い
て
、
県
功
労
者
の
表
彰
を
受

け
た
荒
津
正
美
さ
ん
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
約
”
人
が
参
加
。
神
港

ド
レ
ス
の
社
長
と
し
て
の
業
績
は
も
と
よ
り
、
多
年
に
亘
り
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
各
種
団
体
役
員
と
し
て
業
界
の
振
興
発
展
に
力

を
尽
し
た
荒
津
さ
ん
の
人
柄
が
伺
え
る
祝
賀
会
、
石
井
二
蕊
院
）

内
田
精
一
災
禦
会
）
、
原
亨
介
一
達
さ
ん
ら
が
お
祝
に
か
け
つ

け
た
。

認

117

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

☆
南
汎
の
情
熱
傾
け
た
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
結
実

神
戸
市
立
農
業
公
園
陶
芸
館
の
開
窯
五
周
年
記
念
に
、
陶
芸
教

室
の
会
員
作
品
加
点
を
展
示
す
る
神
戸
現
代
陶
芸
会
展
と
、
講
師

の
南
汎
さ
ん
の
最
新
作
如
点
、
さ
ら
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
舞
子

焼
加
点
を
同
時
公
開
し
た
「
舞
子
焼
の
す
べ
て
」
と
も
呼
べ
る
大

展
覧
会
が
、
五
月
二
十
六
日
’
三
十
一
日
迄
、
兵
庫
県
陶
芸
館
で

開
催
。
初
日
に
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
笹
山
市
長
を
始
め
測
名

が
集
っ
た
。

美
術
評
論
家
の
青
木
重
雄
氏
は
「
神
戸
地
方
に
も
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
窯
場
を
造
成
し
た
神
戸
市
農
政
局
と
陶
芸
家
南
汎
さ
ん
の

永
年
の
努
力
と
、
見
事
な
収
獲
に
拍
手
を
贈
る
」
と
。

恥
‐
劉
鍛

玲
鍵
秤
鋳
癖
騨

；
識

凸

荒津さん夫妻を囲んでＫＦＳのメンバー

、

if鋸

戸
劉

灘
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．
雀
部
昌
吾
昭
和
”
年
経
済
学
部
卒
業

（
バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
裂
社
取
鞭
唾
社
長
）

，
藤
田
久
司
昭
和
虹
年
法
学
部
卒
業

（
株
式
寄
苗
南
堂
印
刷
代
表
取
締
役
・
同
窓
会
神
戸
支
部
長
）

昨
年
創
立
伽
周
年
を
迎
え
た
関
西
学

院
。
現
在
は
西
宮
の
上
ケ
原
に
キ
ャ
ン

パ
ス
が
あ
る
が
、
発
祥
の
地
は
灘
の
原

田
の
森
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も

神
戸
の
中
で
の
存
在
は
大
き
い
。

関
西
学
院
同
窓
会
の
神
戸
支
部
で
は

７
月
６
日
に
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ

で
恒
例
の
総
会
を
開
く
。
そ
の
総
会
を

前
に
、
神
戸
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
企
業

篭部昌吾さん

■
座
談
会
関
西
学
院
同
窓
会
神
戸
支
部
総
会
を
祝
し
て

際
大
学
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

塚
本
国
際
化
は
是
非
進
め
て
ほ
し
い

と
私
も
思
い
ま
す
。
関
学
は
大
き
く
な

ら
な
く
て
も
い
い
か
ら
光
る
大
学
と
な

る
べ
き
で
す
よ
。
今
の
よ
う
な
中
途
半

ぱ
な
雰
囲
気
は
良
く
な
い
で
す
ね
。

藤
田
確
か
に
今
の
関
学
は
個
性
が
あ

り
ま
せ
ん
よ
ね
え
。
た
く
ま
し
さ
や
パ

ワ
ー
が
欠
け
て
る
気
が
し
ま
す
。

塚
本
私
学
な
ん
で
す
か
ら
、
も
っ
と

特
色
を
出
し
て
い
か
な
い
と
。

雀
部
平
均
的
な
優
等
生
の
集
ま
り
と

い
っ
た
感
じ
で
す
ね
、
学
生
を
見
て
い

る
と
。
さ
ら
っ
と
し
す
ぎ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
粘
り
強
い
ド
ロ
臭
さ
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
で
す
よ
。

藤
田
関
西
で
は
社
会
的
に
も
い
い
評

価
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

全
国
的
に
見
る
と
、
ま
だ
ロ
ー
カ
ル
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
春
か

ら
東
京
入
試
を
始
め
た
こ
と
だ
し
、
関

西
に
も
こ
ん
な
い
い
大
学
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
も
っ
と
広
く
世
間
に
向
け

②

’
1１８
１

世
界
の
関
学
と
な
る
べ
く

神
戸
の
同
窓
の
結
集
を

、
水
垣
宏
隆
昭
和
調
年
法
学
部
卒
業

（
エ
ム
シ
ー
シ
ー
食
品
株
葵
云
社
代
表
取
締
役
社
長
）

．
塚
本
哲
夫
昭
和
調
年
商
学
部
卒
業

（
六
甲
パ
タ
ー
株
式
会
社
取
締
役
社
長
）

‐

藤田久司さん

★
神
戸
支
部
の
充
実
か
ら

藤
田
昨
年
の
創
立
川
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
に
同
窓
会
の
神
戸
支
部
長

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
は
、
本

当
に
幸
せ
で
し
た
ね
。
今
さ
ら
な
が
ら

に
歴
史
と
伝
統
と
言
い
ま
す
か
、
重
み

を
感
じ
ま
し
た
。

雀
部
私
の
場
合
、
在
学
中
に
器
械
体

操
部
に
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
関
学
の

文
字
が
活
字
に
な
る
と
今
で
も
嬉
し
い

で
す
ね
。
や
は
り
運
動
部
が
強
く
て
、

新
聞
や
雑
誌
の
誌
面
を
飾
っ
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

水
垣
私
は
高
校
時
代
か
ら
、
関
学
に

は
国
際
人
を
育
て
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
魅
か
れ
て
入
っ
た
ん
で
す
。

最
近
は
「
英
語
の
関
学
」
の
看
板
も

や
や
色
あ
せ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
国

の
経
営
者
４
名
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
母
校

に
対
す
る
熱
い
想
い
と
今
後
の
神
戸
支

部
の
在
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
頂

い
た
。
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緑

て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す
ね
。

水
垣
名
実
共
に
全
国
区
の
関
学
に
な

っ
て
く
れ
れ
ば
、
意
気
も
上
が
る
と
思

い
ま
す
。

雀
部
地
方
区
か
ら
全
国
区
へ
、
さ
ら

に
世
界
の
関
学
へ
と
い
つ
た
ふ
う
に

ね
。
卒
業
生
も
世
界
を
舞
台
に
ど
ん
ど

ん
活
躍
す
る
べ
き
で
す
よ
。

藤
田
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
間
を
育

て
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
な
。
そ
の
た
め

に
も
関
学
発
祥
の
地
神
戸
が
頑
張
ら
な

い
と
。
神
戸
市
内
だ
け
で
全
同
窓
の
約

１
割
に
あ
た
る
１
３
０
０
０
人
が
住
ん

で
い
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
こ
れ
だ
け

の
人
間
が
結
集
し
た
ら
凄
い
と
思
い
ま

す
。
神
戸
支
部
総
会
に
も
一
人
で
も
多

い
同
窓
に
集
ま
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
。

世
話
好
き
な
若
い
人
を
捜
し
て
き
て
事

務
局
を
し
て
も
ら
う
と
か
し
て
、
支
部

組
織
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

蕊蕊
呼
盆
理

欝
鶴
瀞
，

の
な
い
母
校
で
す
か
ら
ね
。
や
は
り
良

く
な
っ
て
ほ
し
い
、
同
窓
が
誇
れ
る
学

校
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
気
持
ち

で
す
。

藤
田
雀
部
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。
我
々
は
純
粋
な
母
校
愛
で
や
っ

て
い
る
ん
で
す
か
ら
。
同
窓
が
い
つ
で

も
帰
っ
て
こ
れ
る
場
所
を
提
供
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

水
垣
神
戸
に
同
窓
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
お
店
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ

こ
へ
行
け
ば
い
つ
も
同
窓
が
い
て
、
関

学
の
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
具
合
に
。

雀
部
校
歌
を
大
声
で
歌
い
た
い
で
す

ね
（
笑
）
。

塚
本
そ
う
や
っ
て
同
窓
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
は
絶
対
に
必
要
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
業
種
別
の
名
簿
で
も
あ
れ
ば

い
い
ん
で
す
が
。

藤
田
神
戸
支
部
で
キ
ッ
チ
リ
し
た
名

簿
を
作
っ
て
お
か
な
い
と
。
実
際
問
題

と
し
て
困
る
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
時
と
か
、
通
知
を
出

す
時
と
か
に
ね
。
当
面
の
課
題
と
し
て

同
窓
の
集
ま
る
店
と
名
簿
作
り
を
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

水
垣
我
々
の
会
社
に
関
学
の
卒
業
生

が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
れ
れ
ば
、
も
っ

と
い
い
で
す
ね
（
笑
）
。

藤
田
そ
の
た
め
に
も
神
戸
の
同
窓
が

頑
張
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
共

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

八
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
に
て
Ｖ

１
１１９
１

塚本哲夫さん水垣宏隆さん

☆
同
窓
が
誇
れ
る
関
学
に

雀
部
神
戸
で
の
同
窓
の
母
校
意
識
は

あ
ま
り
強
い
と
は
思
え
な
い
で
す
ね
。

ウ
チ
の
社
に
は
帥
人
位
Ｏ
Ｂ
が
い
る
ん

で
す
が
、
集
ま
っ
て
ど
う
こ
う
と
い
う

の
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ

甲
南
の
連
中
の
方
が
、
熱
心
に
同
窓
会

を
開
い
て
い
る
よ
う
で
。

塚
本
甲
南
は
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
関
学
は
む
し
ろ
大

阪
の
方
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

藤
田
大
阪
支
部
は
熱
心
で
す
よ
。
勤

め
先
が
大
阪
と
い
う
人
が
多
い
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
支
部
総
会
に
来
る
同
窓
も

多
い
で
す
ね
。
毎
回
１
０
０
０
人
近
く

集
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

水
垣
そ
れ
は
凄
い
で
す
ね
。
企
業
の

数
も
違
い
ま
す
け
ど
も
ね
。

塚
本
神
戸
に
住
ん
で
い
て
大
阪
で
働

い
て
い
る
人
は
、
ど
う
し
て
も
大
阪
の

方
が
出
や
す
い
で
し
ょ
う
し
ね
。
知
り

合
い
や
同
僚
を
誘
っ
て
行
け
ま
す
し
。

雀
部
魅
力
の
あ
る
神
戸
支
部
に
し
な

い
と
、
特
に
若
い
同
窓
は
集
ま
ら
な
い

で
し
ょ
う
ね
。

藤
田
そ
う
そ
う
。
若
い
人
達
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
我
女
が
も
っ

て
い
か
な
い
と
あ
き
ま
せ
ん
。

水
垣
縁
あ
っ
て
先
輩
後
輩
に
な
っ
た

ん
で
す
か
ら
。
初
対
面
で
あ
っ
て
も
関

学
出
身
者
に
会
う
と
、
何
か
そ
れ
だ
け

で
親
近
感
を
お
ぼ
え
ま
す
ね
。

雀
部
文
句
ば
か
り
言
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
同
窓
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
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３
ｓ

翌
潤
い

<特集〉
。

愛．まつり･ はたち
あでやかに華麗に
第2 0 回神戸まつりに参加して－

嶺冷- 塁

★
白
熱
し
た
ス
テ
ー
ジ

〃
神
一
戸
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所

社
会
開
発
蚕
員
会
委
員
長

藤
井
伊
久
雄

５
月
四
日
夕
刻
か
ら
メ
リ
ケ
ン
パ
ー

ク
に
て
神
戸
Ｊ
Ｃ
祭
ル
ネ
サ
ン
ス
Ⅷ
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
前
夜
か
ら
の
雨
も
あ
が
り

約
２
万
人
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

米
軍
座
基
地
Ｕ
Ｓ
ア
ー
ミ
イ
バ
ン
ド
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
、
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
３
組
、
国
民

的
ア
イ
ド
ル
の
リ
ッ
プ
ス
、
デ
ィ
ー
プ

ア
ン
ド
バ
イ
ッ
と
演
奏
が
進
み
、
泉
谷

し
げ
る
の
登
場
で
会
場
の
興
奮
は
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
盛
り
上

が
り
に
警
備
に
苦
労
し
ま
し
た
が
多
く

の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
た
と
思
い
ま
す

泉
谷
し
げ
る
ロ
ッ
ク
パ
ン
ド
燃
え
て

☆
幽
玄
を
か
も
し
だ
し
た
舞
台

q ｒ

認

神
戸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
と
云
わ

れ
、
時
代
の
先
端
を
行
く
街
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
又
一
方
、
能
楽
で
も
神
戸

を
舞
台
に
し
た
名
曲
（
松
風
、
求
塚
等

さ
の
名
所
、
旧
跡
の
多
い
土
地
で
す

八
古
き
を
尋
ね
新
し
き
を
知
る
Ｖ
と
云

う
事
で
、
古
典
に
も
目
を
向
け
て
頂
き

た
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
様
に
神
戸
市
や
神
戸
新
聞
社
の

方
々
の
御
協
力
に
よ
り
、
私
共
の
希
望

が
叶
え
ら
れ
て
非
常
に
有
難
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
継
続
出
来
る
様
に

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

〃
ザ
・
神
戸
薪
能
″

能
楽
協
会
神
戸
支
部
長

吉
井
順
一

″
土
蜘
妹
″
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン

４

１
１２０
１
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鶏

〃
だ
ん
じ
り
″

郷
土
の
夢
を
育
て
る
会
会
長

田
辺
篇
二
郎

☆
地
元
を
挙
げ
て
の
祭
り

何
年
か
ぶ
り
の
青
空
の
も
と
、
神
戸

ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
の
そ

ろ
い
地
車
（
だ
ん
じ
り
）
は
、
各
地
も

と
の
祭
り
と
は
異
な
り
、
各
地
車
が
同

じ
動
き
で
ね
り
ま
わ
り
、
勇
壮
に
し
て

華
麗
な
行
進
を
行
な
い
見
物
の
人
々
か

ら
大
き
な
歓
声
を
受
け
た
。

又
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
夜

祭
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は

各
地
車
が
提
灯
に
ろ
う
そ
く
を
灯
も
し

祭
り
ぱ
や
し
も
に
ぎ
や
か
に
な
ら
し
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
広
場
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。
ピ

ル
の
間
に
ゆ
れ
る
提
灯
の
明
か
り
は
、

祭
り
気
分
を
一
層
も
り
あ
げ
た
。

街
の
中
を
力
い
っ
ぱ
い
繰
り
出
し
て

蕊
１
１２１
１

朴
景
好
…

第
加
回
神
戸
祭
に
民
団
は
国
旗
を
先

頭
に
韓
国
古
来
の
由
緒
あ
る
農
楽
隊
の

華
麗
な
踊
り
に
続
い
て
、
国
技
で
あ
る

踏
挙
道
団
が
お
祭
大
使
と
共
に
元
町
パ

レ
ー
ド
に
参
加
、
又
花
舞
台
で
は
宮
廷

舞
踊
「
花
冠
の
舞
」
と
「
扇
の
舞
」
を

そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
観
衆
の
拍
手
を
浴
び

た
の
で
あ
り
ま
す
。
神
戸
祭
は
毎
年
市

民
と
各
国
の
方
達
の
相
互
理
解
と
地
域

社
会
の
発
展
、
そ
し
て
国
際
人
と
し
て

の
連
帯
と
認
識
を
深
め
る
意
義
あ
る
催

し
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
神
戸
祭
を

通
じ
て
真
の
国
際
親
善
の
輪
を
一
層
広

げ
て
参
り
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

色
鮮
や
か
に
華
誕
に
行
進

★
国
際
親
善
の
花
満
開

〃
韓
国
チ
ー
ム
″

韓
国
民
団
兵
庫
県
本
部
団
長

★
好
き
で
す
、
こ
の
街
の
風

森
本
泰
好

三
宮
の
８
つ
の
商
業
施
設
で
構
成
し

て
い
る
「
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
」
の
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
冒
険
ア
イ
ラ
ン
ド
。
」

夢
と
ロ
マ
ン
が
い
っ
ぱ
い
の
「
冒
険
ア

イ
ラ
ン
ド
」
Ｉ
「
ウ
イ
ン
デ
イ
三
宮
。
」

こ
の
夏
か
ら
、
さ
ん
ち
か
、
そ
ご
う
、

セ
ン
タ
ー
街
、
さ
ん
プ
ラ
ザ
、
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
、

阪
急
、
プ
ラ
ン
タ
ン
神
戸
の
８
つ
の
ア

イ
ラ
ン
ド
で
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
の
夏
「
冒
険
ア
イ
ラ
ン

ド
」
の
「
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
」
に
ご
期

待
下
さ
い
。さ

わ
や
か
に
初
夏
の
日
差
し
を
浴
び
て

〃
ウ
ィ
ン
デ
ィ
三
宮
″

三
宮
グ
ル
ー
プ
「
ウ
ィ
ン
デ
ィ

三
宮
」
会
長
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や
諦
即

〃
ク
イ
ー
ン
神
戸
″
が
中
止
と
な
り

そ
れ
に
か
わ
り
今
ま
で
ま
つ
り
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
合
唱
を
中
心
と
し
た
、

「
音
楽
の
祭
典
」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
児
童
か
ら
母
親
コ
ー
ラ
ス
、

プ
ロ
と
幅
広
く
呼
び
か
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
。
４
月
に
再
編
成
さ
れ
た
神
戸

市
混
声
合
唱
団
に
は
、
今
年
の
ま
つ
り

の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
る
〃
愛
。
ま
つ
り
．

は
た
ち
″
の
中
か
ら
愛
を
テ
ー
マ
に
選

曲
、
最
後
に
出
演
者
全
員
と
特
別
ゲ
ス

ト
の
紙
ふ
う
せ
ん
を
ま
じ
え
〃
翼
を
く

だ
さ
い
″
を
大
合
唱
。
神
戸
ま
つ
り
に

さ
わ
や
か
な
薫
風
を
吹
き
込
ん
だ
。

愛
を
テ
ー
マ
に
う
た
う
子
供
達

鶏

画

種

癖
↑
、

Ilii繍繍澱曲
令

今

灘

写心寂
畢

★
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

″
軽
や
か
に
華
一
腿
に
″

神
戸
市
民
生
協

企
画
広
報
室澄

川
謙
二

神
戸
ま
つ
り
行
事
の
一
環
と
し
て
、

市
民
参
加
型
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
催
さ
れ
た
「
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
。
当
日
の
５
月
過
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
が
会
場
の
神
戸

市
立
中
央
体
育
館
に
は
ダ
ン
ス
好
き
の

蛎
才
か
ら
拓
才
ま
で
の
ペ
ア
捌
組
が
集

ま
り
「
中
野
ひ
ろ
し
と
シ
ャ
イ
ニ
ガ
イ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
演
奏
に
あ
わ
せ

軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
で
午
後
６
時
か
ら
の

２
時
間
半
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
た
。
こ
の
神
戸
ま
つ
り
「
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
市
民
の
間
に
定

着
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ス
で
楽
し
い
夜
を

凸

面

■

告

☆
音
楽
の
祭
典

〃
伽
人
の
大
合
唱
″

神
戸
新
聞
社

文
化
事
業
局
那
業
部

瀬
戸
ロ
健
一

灘
白

灘⑤
｜
函

稔 １
１２２
１

☆
ル
ミ
ナ
ス
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

〃
夜
を
楽
し
く
″

ル
ミ
ナ
ス
観
光
㈱

企
画
開
発
室
々
長角

本
稔
…
！
…
ｉ

「
夜
を
楽
し
く
」
を
新
た
な
テ
ー
マ

と
し
た
第
加
回
神
戸
ま
つ
り
に
大
阪
港

の
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
親
し
ま
れ

て
い
る
〃
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
″
が
参
加
し

た
。
ワ
イ
ン
や
食
事
を
含
め
た
パ
ー
テ

ィ
ー
料
金
は
８
，
０
０
０
円
。
ポ
ー
ァ
イ

の
ホ
ー
ル
で
は
若
者
動
員
の
大
パ
ー
テ

ィ
ー
が
あ
り
実
行
日
の
５
月
肥
日
、
岨

日
は
自
信
喪
失
。
し
か
し
、
私
共
手
造

り
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
市
民
の
老
若
男
女

の
方
が
参
加
さ
れ
満
席
。
１
，
０
０
０

万
ド
ル
の
夜
景
や
花
火
、
生
バ
ン
ド
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ピ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
前

夜
祭
の
夜
は
ム
ー
デ
ィ
ー
に
更
け
た
。

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
人
々
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★
須
磨
源
平
武
者
行
列

一
の
谷
合
戦

絵
巻
を
再
現

須
磨
区
仮
典
裸

社
会
教
育
係
長平

岡
英
明
．
…
…
‐
㈱

元
暦
元
年
（
１
１
８
４
年
）
春
浅
き

さ
が
お
と

日
、
源
義
経
の
〃
鴨
越
の
逆
落
し
〃
、

〃
青
葉
の
笛
″
の
平
敦
盛
と
熊
谷
直
実

の
一
騎
討
ち
等
歴
史
上
の
ヒ
ー
ロ
ー
が

生
ま
れ
た
「
一
の
谷
合
戦
絵
巻
」
を
縁

の
地
で
再
現
。
第
加
回
神
戸
ま
つ
り
で

「
須
磨
音
楽
の
森
」
第
１
部
旧
武
庫
郡

須
磨
町
市
制
編
入
沌
周
年
記
念
行
事
と

し
て
、
去
る
５
月
四
日
（
土
）
正
午
す
ぎ

総
勢
師
名
は
、
板
宿
小
学
校
を
出
発
。
雨

雲
去
り
初
夏
の
光
の
中
、
午
後
３
時
半

に
離
宮
公
園
に
到
着
。
未
明
の
豪
雨
で

午
前
６
時
の
緊
急
会
議
で
沈
痛
な
顔
だ

っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
幸
運
に
破
顔
一
笑
。

勇
ま
し
く
行
進
す
る
チ
ピ
戦
士

「
榊
ょ
、
面
白
か
っ
た
な
ぁ
。
来
年

も
出
た
る
。
」
私
に
そ
う
言
っ
て
赤
黒

く
塗
っ
た
顔
で
笑
っ
た
友
人
の
大
村
皇

は
今
年
初
参
加
で
あ
る
。
加
年
「
神
戸

ま
つ
り
」
に
参
加
し
て
き
た
私
は
予
想

し
て
た
だ
け
に
お
か
し
か
っ
た
。
快
晴

に
恵
ま
れ
久
し
振
り
に
楽
し
い
サ
ン
バ

チ
ー
ム
の
華
一
麗
な
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。

少
女
達
の
群
れ
と
飾
り
付
け
た
フ
ロ
ー

ト
の
上
か
ら
眺
め
な
が
ら
、
空
の
碧
さ

と
カ
ラ
フ
ル
な
行
列
が
山
々
の
緑
に
と

け
込
ん
で
私
は
思
わ
ず
「
あ
あ
神
戸
／
●
」

と
、
こ
の
街
に
こ
よ
な
く
愛
着
と
誇
り

を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。い

つ
ま
で
も
サ
ン
バ
を

蕊
蕊

⑤

滑
稽
な
メ
イ
ク
を
し
た
大
村
良
さ
ん

の
蒔
く
花
吹
雪
に
右
に
左
に
と
両
手
を

広
げ
て
追
っ
て
い
く
子
供
達
の
姿
が
と

っ
て
も
か
わ
い
く
て
、
こ
ん
な
さ
さ
や

か
な
事
が
と
て
も
楽
し
く
い
ら
れ
る
う

ら
や
ま
し
さ
と
同
時
に
私
達
が
踊
る
の

が
好
き
で
い
く
つ
に
な
っ
て
も
き
っ
と

お
ば
あ
さ
ん
に
な
っ
て
も
こ
の
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
を
歩
い
て
み
た
い
と
思
う
の

と
は
、
あ
ま
り
違
い
が
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
あ
の
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ

ル
程
の
熱
気
と
パ
ワ
ー
は
な
い
け
れ
ど

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
燃
焼
さ
せ
て
い

る
姿
は
、
や
っ
ぱ
り
ス
テ
キ
で
し
た
。

神
戸
名
物
と
な
っ
た
サ
ン
バ

★
サ
ン
パ
チ
ー
ム

〃
熱
い
リ
ズ
ム

に
の
っ
て
〃

ベ
イ
ジ
ャ
フ
ロ
ー
ル
主
宰

安
田
美
佐
枝

１
１２３
１

４

☆
サ
ン
バ
チ
ー
ム

あ
あ
わ
が
街
神
一
戸
ノ
．

㈱
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

榊
晴
夫
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